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（1）

　
室
生
犀
星
の
初
期
の
文
学
活
動
を
み
る
と
、
多
く
の
作
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
犀
星
に
も
ま
た
そ
の
習
作
期
に
は
い
く
つ
か
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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文
学
修
業
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
俳
句
に
お
け
る
「
前
港
団
」
「
敷
島
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漂
2

盛
会
」
「
北
声
会
」
「
月
之
会
」
「
四
高
俳
句
会
」
、
ま
た
、
短
歌
に
お
け
る
「
二
葉

会
」
な
ど
と
い
う
小
集
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
主
に
『
政

教
新
聞
』
（
『
北
陸
新
聞
』
の
前
身
）
『
北
国
新
聞
』
と
い
う
地
方
紙
に
多
く
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

品
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
尾
山
篤
二
郎
ら
と
結
成
し
た
北
辰
詩
社
の
機
関
紙

『
響
』
へ
の
詩
・
俳
句
の
発
表
も
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
投
稿
作
品
も
多
い
。
前

記
継
紙
の
ほ
か
『
少
年
世
界
』
『
文
章
世
界
』
『
新
声
』
『
中
学
世
界
』
『
文
庫
』

『
中
央
公
論
』
『
趣
味
』
『
中
学
文
壇
』
な
ど
の
雑
誌
へ
の
投
稿
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
が
多
種
で
あ
る
の
も
、
多
く
の
作
家
た
ち
の
初
期
の
姿

に
共
通
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
犀
星
の
場
合
、
ジ
ャ
ン
ル
は
俳
句
、
詩
、
短
歌
、

小
品
文
の
四
種
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
犀
星
が
創
作
主
体
を
形

成
し
て
い
く
そ
の
成
長
過
程
を
知
る
上
で
の
適
当
な
、
そ
し
て
貴
重
な
資
料
な
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
初
期
文
学
活
動
の
中
で
特
に
小
品
文
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

を
資
料
的
に
整
理
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
る
つ
も
り
で

あ
る
。
そ
の
前
に
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
で
小
品
文
の
位
置
を
確
か
め
て
お

き
た
い
。

　
か
つ
て
、
三
浦
仁
氏
は
『
露
風
・
犀
星
の
仔
情
詩
』
（
秋
山
書
房
　
昭
5
3
・
3
・

3
1
）
の
中
で
、
犀
星
が
『
拝
情
小
曲
集
』
の
独
創
に
達
し
た
の
は
明
治
四
十
五
年

十
月
『
ス
バ
ル
』
に
「
青
き
魚
を
釣
る
人
」
外
三
篇
を
発
表
し
て
後
の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
が
、
こ
の
説
は
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
犀
星
文
学
の
初
期
に
お
け
る
独
創
を
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お

い
て
み
る
と
い
う
の
は
定
説
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
三
浦
氏
の
指
摘
す
る
明
治
四
十

五
年
十
月
と
い
う
「
時
」
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
を

意
識
し
た
上
で
、
犀
星
文
学
の
明
治
三
十
七
年
か
ら
同
四
十
五
年
（
大
正
一
年
）

ま
で
を
、
ま
ず
大
ま
か
に
と
ら
え
て
み
た
い
。
こ
の
時
代
に
発
表
さ
れ
た
各
ジ
ャ
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ン
ル
の
作
品
数
を
図
で
示
し
て
み
よ
う
。
こ
の
期
間
が
大
ま
か
に
い
っ
て
習
作
期

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
小
品
文
の

位
置
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
明

大〃
ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ 治

正45 44 43 42 41 40 39 38 37

1（ （ （ （ （ （ （ （ （）23 22 21 20 19 18 17 16 15

乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙 越

（5）

8
（
4
）

33 265 玉79 55 5 6 俳
句

（
小

1 5 10 品
（2） （1） ） 文

9 2 1 9 26 3 7 詩
（13）

（12）

1 49 23 2 短
歌

○
俳
句
に
関
し
て
は
『
室
生
犀
星
句
集
一
町
眠
洞
全
句
1
』
（
北
国
出

　
版
社
　
昭
5
2
・
1
1
・
3
0
）
に
、
小
品
文
・
短
歌
に
関
し
て
は
『
室
生

　
犀
星
文
学
年
譜
』
（
明
治
書
院
　
昭
5
7
・
1
0
・
2
5
）
に
よ
っ
て
い
る
。

○
短
歌
で
、
明
治
四
十
年
の
2
3
首
中
の
3
首
と
、
明
治
四
十
一
年
の
4
9

　
睡
中
の
1
首
は
改
作
あ
る
い
は
添
削
さ
れ
た
再
出
の
作
品
。

O
O
内
は
雑
誌
『
薬
事
評
論
』
に
載
っ
た
作
品
で
、
犀
星
の
代
作
と
い

　
わ
れ
る
も
の
。
な
お
、
こ
の
内
短
歌
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
「
室
生

　
犀
星
の
短
歌
（
そ
の
一
）
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』

　
第
一
巻
第
一
号
　
昭
5
9
・
2
）
で
代
作
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
と
い

　
う
考
え
を
示
し
た
。

○
小
品
文
の
中
に
あ
る
明
治
四
十
一
年
の
（
1
）
作
晶
は
、
短
篇
小
説

　
「
宗
左
衛
門
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ

　
犀
星
文
学
は
周
知
の
と
お
り
俳
句
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
「
風
羅
団
松
（
秋
か
）

吟
集
口
」
中
の
一
句
と
し
て
『
北
国
新
聞
』
に
「
水
郭
の
一
林
紅
し
夕
紅
葉
」
が

掲
載
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
七
年
十
月
八
日
で
あ
っ
た
。
同
三
十
五
年
春
か
ら

給
仕
と
し
て
勤
め
た
金
沢
地
方
裁
判
所
の
上
司
、
川
越
風
骨
や
赤
倉
錦
風
ら
の
指

導
の
も
と
に
作
句
に
励
ん
だ
こ
と
は
、
自
伝
小
説
「
弄
獅
子
」
「
泥
雀
の
歌
」
な

ど
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。
「
ま
る
で
無
学
な
人
間
が
よ
り
集
ま
っ
て
他

人
同
士
が
植
民
地
部
落
の
や
う
に
、
一
家
族
を
つ
く
り
あ
げ
て
」
（
「
弄
獅
子
」
）

い
る
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
犀
星
に
と
っ
て
、
当
時
の
俳
句
が
ど
う
い
う
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

も
っ
て
い
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
奥
野
健
男
氏
の
述
べ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
犀
星
は
「
普
通
の
文
学
青
年
の
よ
う
に
社
会
の
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
と
し
て
文
学
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
」
「
む
し
ろ
イ
ン
サ
イ
イ
ダ
ー
に
な

る
た
め
に
俳
句
か
ら
文
学
に
入
っ
た
」
の
で
あ
る
。
文
学
に
励
む
こ
と
は
犀
星
に

と
っ
て
「
社
会
か
ら
背
を
向
け
る
異
端
者
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
の
中
の

人
並
に
入
り
こ
む
手
段
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
社
会
へ
の
「
復
讐
」
の
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
そ
の
手
段
を
わ
が
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
欲
が
そ
の
ま
ま
図
に
示
し
た
数
量
に
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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明
治
期
の
句
数
は
五
七
〇
（
代
作
を
含
む
）
。
全
句
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る

数
字
で
あ
る
。
特
に
明
治
四
十
、
四
十
一
年
は
年
間
句
数
と
し
て
は
文
学
生
涯
の

中
で
最
高
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
涯
に
一
七
四
七
句
を
発
表
し
、
俳
句
か
ら
「
新

鮮
で
あ
る
た
め
に
常
に
古
風
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
詩
的
精
神
を
学
び
得
た
」
（
『
魚

眠
洞
発
句
集
』
の
序
文
）
犀
星
で
は
あ
っ
た
が
、
俳
句
は
犀
星
文
学
の
中
心
に
は

な
り
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
自
己
の
文
学
を
俳
句
の
中
に
模
索
し
て
い
た

時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
室
生
犀
星
句
集
－
魚
翌
旦
全
句
…
』
に
よ
れ
ば
、
明

治
四
十
五
年
以
降
は
大
正
十
三
年
の
一
二
一
二
句
ま
で
長
い
こ
と
俳
句
は
発
表
さ
れ

て
い
な
い
。

　
詩
は
明
治
三
十
九
年
二
月
十
日
『
政
教
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
総
題
「
寒
懐
賦
」

（「

痰
ﾌ
野
」
「
熊
の
売
子
」
「
寒
椿
」
「
炉
辺
」
「
湯
浴
の
女
」
の
五
篇
）
と
「
離

別
」
に
始
ま
り
、
同
四
十
｝
年
を
中
心
に
同
四
十
五
年
ま
で
に
七
〇
篇
（
代
作
を

含
む
）
が
、
『
新
声
』
へ
の
投
稿
を
中
心
に
、
そ
の
他
『
文
庫
』
『
響
』
．
『
中
学
文

壇
』
『
創
作
』
『
ス
バ
ル
』
『
北
国
新
聞
』
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
表
樟
影
ら

の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
習
作
期
に
は
、
詩
は
中
心
で
は
な
か
っ
た
。
や

が
て
最
初
期
の
犀
星
文
学
の
中
心
と
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
が
、
固
有
の
ス
タ

イ
ル
を
確
立
す
る
以
前
の
い
わ
ゆ
る
習
作
と
し
て
の
意
味
を
含
み
つ
つ
も
、
数
量

の
上
か
ら
み
る
と
少
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
を
模
索
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
如

実
に
示
し
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
四
月
五
日
の
『
北
陸
新
聞
』
に
載
っ
て
い
る
、

「
青
年
歌
人
を
評
す
（
続
）
」
と
題
し
た
「
ふ
み
」
と
い
う
人
物
の
次
の
よ
う
な

文
章
が
、
こ
の
辺
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
室
生
犀
星
　
こ
の
方
の
最
も
得
意
な
の
は
俳
句
で
せ
う
。
初
め
こ
の
方
の
歌

　
　
も
俳
趣
を
及
び
て
居
て
、
余
り
面
白
く
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
来
非

　
　
常
に
進
歩
し
ま
し
た
。
そ
し
て
又
新
体
詩
も
お
作
り
に
な
り
ま
す
。
中
々
の

　
　
才
人
で
す
。
（
略
）

　
当
時
、
俳
句
の
主
に
対
し
て
は
詩
は
、
そ
し
て
当
然
短
歌
も
従
の
位
置
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
二
年
に
な
る
と
、
一
挙
に
六
五
篇
、
翌
三
年
に

は
八
三
篇
の
詩
が
発
表
さ
れ
、
以
後
詩
人
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
犀
星
自
身
の
詩
作
に
対
す
る
意
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
後
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

『
群
像
』
（
昭
3
0
・
7
・
1
）
に
発
表
し
た
「
ち
っ
ぽ
け
な
事
か
ら
」
の
中
で
、

犀
星
は
「
先
づ
詩
を
も
つ
て
身
を
立
て
よ
う
と
い
ふ
気
が
『
新
声
』
が
詩
を
の
せ

て
く
れ
て
み
る
こ
と
で
、
出
来
た
と
い
へ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　
明
治
期
、
『
新
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
詩
は
次
の
二
三
篇
で
あ
る
。

　
　
明
治
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　
う
　
ぐ
　
ひ

　
　
　
「
さ
く
ら
石
斑
魚
に
添
え
て
」
（
七
月
）
「
む
し
う
り
の
う
た
」
（
十
一
月
）

　
　
　
「
其
手
よ
」
（
十
二
月
）

　
　
明
治
四
十
｝
年

　
　
　
「
死
の
日
」
（
二
月
）
　
「
モ
デ
ル
」
（
四
月
）
　
「
ヒ
首
」
「
灰
」
（
六
月
）

　
　
　
「
地
震
き
た
る
」
「
針
」
「
灰
色
」
（
七
月
）
　
「
藪
の
枯
る
〉
日
」
「
蚊
よ

　
　
　
啖
れ
」
「
美
人
草
」
（
八
月
）
　
「
心
の
鼠
」
（
九
月
）
　
「
五
位
は
暗
く
」

　
　
　
（
十
月
）

　
　
明
治
四
十
二
年

　
　
　
「
胸
の
日
の
暮
」
「
水
晶
」
「
煙
草
の
お
も
ひ
」
（
一
月
）
　
「
足
袋
」
「
母
」

　
　
　
「
亡
骸
の
国
」
（
三
月
）
　
「
夜
の
し
っ
く
」
（
五
月
）
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こ
れ
で
み
る
と
、
「
『
新
声
』
が
詩
を
の
せ
て
く
れ
て
み
る
」
頃
と
い
う
の
は
、

明
治
四
十
年
の
終
わ
り
か
ら
同
四
十
一
年
に
か
け
て
の
頃
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
明
治
四
十
、
四
十
一
年
の
二
年
間
に
つ
い
て
は
、
後
で
ま
た
触
れ
る
。

　
短
歌
は
犀
星
文
学
の
中
で
常
に
完
全
に
傍
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
『
室
生
犀
星
の
短
歌
t
資
料
一
1
』
（
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学

部
文
学
科
「
学
術
研
究
叢
書
2
」
昭
6
0
・
1
2
・
2
5
）
に
示
し
て
あ
る
の
で
詳
し
く

は
触
れ
な
い
。

　
明
治
期
の
短
歌
も
七
一
首
（
再
出
の
作
品
四
首
、
お
よ
び
代
作
は
含
め
な
い
）

と
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
短
歌
に
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
小
室
善
弘
氏
の
「
欝
屈
し
た
情
念
の
表
出
、
想
像
力
の
解

放
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
和
歌
は
俳
句
よ
り
も
は
る
か
に
作
者
そ
の
人
の
内
面

の
気
息
に
か
な
い
、
そ
の
ま
ま
詩
に
は
こ
ば
れ
て
い
っ
て
異
和
を
感
じ
な
い
ま
で

に
心
情
に
密
接
し
て
い
」
る
と
い
う
、
犀
星
の
初
期
短
歌
に
対
す
る
指
摘
は
確
か

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
習
作
期
の
俳
句
・
詩
に
つ
い
て
の
考
察
は
比
較

的
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
短
歌
は
少
な
い
。
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

　
明
治
期
の
短
歌
は
、
明
治
四
十
、
四
十
一
年
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は

他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
共
通
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
に
は
犀
星
も
十

八
歳
に
な
る
。
尾
山
篤
二
郎
、
表
雲
影
ら
と
の
文
学
的
な
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
中
央
誌
『
新
声
』
に
、
「
稲
の
闇
地
蔵
祭
の
灯
赤
し
」

の
一
句
が
初
め
て
載
っ
た
の
が
明
治
三
十
九
年
十
二
月
で
あ
り
、
先
に
も
記
し
た

よ
う
に
、
「
さ
く
ら
石
斑
魚
に
添
え
て
」
の
詩
が
同
誌
に
載
っ
た
の
が
明
治
四
十

年
七
月
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
児
玉
花
外
の
選
で
首
位
に
な
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

犀
星
の
喜
び
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
上
、
犀
星
は
花
外
か

ら
激
励
の
手
紙
を
も
ら
っ
て
、
さ
ら
に
感
激
し
、
歓
喜
す
る
。
こ
の
様
子
は
自
伝

的
小
説
「
性
に
眼
覚
め
る
頃
」
の
叙
述
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
。
尾
山
篤
二

郎
ら
と
北
辰
詩
社
を
結
成
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど
同
じ
七
月
ご
ろ
で
あ
り
、
北
辰
詩

社
か
ら
は
機
関
誌
『
寒
潮
』
、
続
い
て
『
響
』
が
出
さ
れ
る
。
文
学
青
年
た
ち
が

頻
繁
に
交
流
を
重
ね
、
た
び
た
び
の
集
会
を
開
ぐ
。
い
わ
ば
習
作
期
の
中
で
の
興

隆
期
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
や
が
て
犀
星
の
周
囲
に
、
そ
し
て
犀
星
自
身
の
生
活
に
変
化
が
み

え
始
め
る
。
明
治
四
十
一
年
六
月
、
俳
句
の
師
の
一
人
で
あ
っ
た
藤
井
紫
影
が
第

四
高
等
学
校
か
ら
第
八
高
等
学
校
へ
転
任
す
る
。
同
年
八
月
に
は
赤
倉
黒
風
が
裁

判
所
を
退
職
し
て
上
京
し
て
し
ま
う
。
同
四
十
二
年
四
月
二
十
八
日
、
犀
星
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
詩
友
表
容
認
が
死
去
す
る
。
犀
星
自
身
、
明
治
四
十
二
年
に

な
る
と
金
沢
を
離
れ
て
金
石
に
転
任
し
、
同
年
九
月
ご
ろ
に
は
つ
い
に
退
職
す
る
。

短
い
習
作
期
の
中
で
最
も
盛
ん
な
二
年
間
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
終
息
に
向
か
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
学
に
生
き
る
決
意
を
も
っ
て
犀
星
が
上
京
す
る
明
治
四

十
三
年
か
ら
は
、
図
に
あ
る
よ
う
に
極
端
に
作
品
が
減
っ
て
い
く
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
小
品
文
は

ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
。
図
に
よ
っ
て
、
作
品
が
明
治
三
十
八
、
三
十
九
年

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
品

文
は
先
に
述
べ
た
習
作
期
の
中
で
の
興
隆
期
と
も
い
え
る
明
治
四
十
、
四
十
一
年

の
前
の
時
期
の
営
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
の
小
品

文
は
、
孤
独
な
少
年
が
文
学
に
魅
せ
ら
れ
、
創
造
す
る
喜
び
を
発
見
し
て
い
く
最
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初
期
の
姿
を
、
純
粋
な
ま
ま
に
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
短
絡
的
な
判
断
を
避
け

つ
つ
、
犀
星
文
学
の
本
質
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
が
そ
こ
に
あ
る
か
ど
う
か
を

探
っ
て
み
る
価
値
は
、
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
宗
左
衛
門
」
に
つ

い
て
は
、
小
品
文
と
の
関
係
で
後
で
触
れ
る
が
、
資
料
と
し
て
は
こ
こ
に
掲
げ
な

い
。

　
新
潮
社
版
『
室
生
犀
星
全
集
』
の
「
月
報
第
八
号
」
に
、
「
犀
星
先
生
の
こ
と
」

と
い
う
題
で
田
辺
徹
氏
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
私
の
父
は
金
沢
で
先
生
と
同
じ
町
に
生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
幼
友
達
で
あ

　
　
つ
た
。
父
が
書
き
の
こ
し
た
も
の
の
な
か
に
、
と
き
ど
き
犀
星
先
生
の
こ
と

　
　
が
で
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
先
生
は
養
家
の
雨
宝
院
の
費
銭
の
な
か
か

　
　
ら
勝
手
に
『
少
年
世
界
』
や
『
ハ
ガ
キ
文
学
』
を
買
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
父

　
　
の
家
に
あ
ず
け
て
二
人
で
読
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

　
　
れ
ら
に
短
文
を
投
書
し
始
め
た
が
、
み
ん
な
没
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
す

　
　
つ
か
り
絶
望
し
た
犀
星
少
年
は
、
雑
誌
の
挿
絵
の
模
写
に
熱
中
し
て
、
将
来

　
　
絵
描
き
に
な
る
と
誓
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
時
」
は
、
投
書
の
ご
く
初
期
の
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
明

治
三
十
七
、
八
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
ハ
ガ
キ
文
学
』
の
創
刊
は
明
治
三
十
七

年
十
月
（
終
刊
は
明
治
四
十
三
年
八
月
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
少
年
世
界
』
の

創
刊
は
明
治
二
十
八
年
一
月
（
終
刊
は
昭
和
九
年
一
月
）
。
小
晶
文
は
、
明
治
三

十
八
年
三
月
四
日
『
北
国
新
聞
』
へ
の
投
稿
か
ら
始
ま
っ
て
、
同
三
十
九
年
七
月

二
十
四
日
『
政
教
新
聞
』
へ
の
投
稿
を
最
後
に
、
短
歌
へ
移
行
す
る
か
の
ご
と
く

消
え
て
い
く
。
約
一
年
四
か
月
の
間
に
一
五
篇
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
1

注
2

注
3

「
風
疹
団
」
は
、
川
越
風
骨
・
赤
倉
虚
無
ら
犀
星
が
給
仕
と
し
て

勤
め
た
金
沢
地
方
裁
判
所
関
係
者
た
ち
の
小
集
。
「
敷
島
文
盛
会
」

も
同
じ
。
「
三
無
の
歌
」
に
雑
誌
『
敷
島
文
盛
会
雑
誌
』
を
出
し

た
と
あ
る
。
「
北
声
会
」
は
、
明
治
三
十
八
年
七
月
ご
ろ
藤
井
紫

影
・
吉
倉
水
央
ら
を
中
心
に
再
興
さ
れ
た
小
集
。
「
月
之
会
」
は

不
詳
。
「
四
高
俳
句
会
」
は
、
藤
井
紫
影
を
中
心
と
し
た
第
四
高

等
学
校
関
係
者
た
ち
の
小
集
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
関
連
記
事
は

『
政
教
新
聞
』
『
北
国
新
聞
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
共
編
著
と
し
て
著
し
た
『
室
生
犀
星
文
学
年
譜
』

（
明
治
書
院
　
昭
5
7
・
1
0
・
2
5
）
の
中
に
記
し
て
あ
る
。

「
二
葉
会
」
は
、
尾
山
篤
二
郎
、
室
生
犀
星
、
田
辺
孝
次
、
表
樟

影
、
佐
野
浪
子
た
ち
の
小
集
。
明
治
三
十
九
年
末
に
つ
く
ら
れ
、

同
四
十
年
六
月
ご
ろ
解
散
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
室
生
犀
星
文
学

年
譜
』
に
触
れ
て
あ
る
。

「
北
辰
詩
社
」
は
、
明
治
四
十
七
年
七
月
ご
ろ
、
尾
山
篤
二
郎
が

中
心
と
な
っ
て
、
室
生
犀
星
、
表
意
影
、
下
田
呂
陽
な
ど
、
「
二

葉
会
」
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
つ
く
ら
れ
た
小
集
。
機
関
誌

『
寒
潮
』
を
同
年
十
月
に
創
刊
（
『
北
国
新
聞
』
明
4
0
・
1
0
・
1
5
、

同
4
0
・
1
0
・
1
9
の
記
事
に
よ
る
）
。
　
『
響
』
は
明
治
四
十
一
年
十

月
二
十
五
日
に
創
刊
さ
れ
た
北
辰
詩
社
の
機
関
誌
。
第
二
号
ま
で

出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
『
室
生
犀
星
文
学
年
譜
』
に
触
れ

て
あ
る
。
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注
4
　
『
日
本
文
学
全
集
3
3
　
室
生
犀
星
集
』
（
集
英
社
　
昭
4
3
・
3
・
1
2
）

　
　
　
　
　
　
の
解
説
「
作
家
と
作
品
」
。
の
ち
『
奥
野
健
男
作
家
論
集
②
』
（
泰

　
　
　
　
　
　
流
社
　
昭
5
2
・
5
・
1
5
）
中
の
「
室
生
犀
星
」
に
「
2
作
家
と
作

　
　
　
　
　
　
品
」
と
し
て
収
録
。

　
　
　
注
5
　
　
「
文
学
に
目
ざ
め
た
頃
」
と
い
う
編
集
製
図
で
五
人
の
作
家
が
書

　
　
　
　
　
　
い
て
い
る
う
ち
の
↓
つ
。
ほ
か
に
「
『
文
章
世
界
』
と
回
覧
雑
誌
」

　
　
　
　
　
　
（
上
林
暁
）
、
「
無
人
飛
行
機
」
（
田
宮
虎
彦
）
、
「
文
学
開
眼
」
（
井

　
　
　
　
　
　
上
靖
）
、
「
芽
の
出
る
頃
」
（
平
林
た
い
子
）
。

　
　
　
注
6
　
　
『
俳
句
』
（
角
川
書
店
　
昭
6
0
・
1
0
・
1
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
文

　
　
　
　
　
　
人
風
雅
⑦
1
室
生
犀
星
ω
一
」
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
②

　
次
に
、
紙
誌
へ
の
掲
載
順
に
一
五
篇
の
小
品
文
を
紹
介
し
、
そ
の
後
で
そ
れ
ら

の
小
品
文
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
各
小
骨
文
の
初
め
に
、

国
～
圃
の
番
号
を
付
し
、
こ
れ
を
後
で
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
各
小
品

文
の
後
に
、
1
掲
載
紙
誌
名
、
2
掲
載
年
月
日
、
3
筆
名
、
4
参
考
事
項
を
添
え

て
お
い
た
。

　
　
さ
む
　
　
つ
き

□
寒
い
月

　
あ
に
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
う
と

「
兄
上
ッ
。
」
　
「
オ
〉
弟
か
ッ
。
」

　
ざ
ん
ね
ん

「
残
念
、
や
ら
れ
た
ッ
。
」

　
　
　
　
　
か
た
き
　
　
こ
　
　
あ
に
　
　
う
　
　
　
　

や
　
　
　
　
あ
ん
し
ん

「
オ
・
ッ
、
敵
は
此
の
兄
が
討
っ
て
遣
る
、
安
心
せ
い
。
」

ひ
し
　
　
あ
ひ
い
だ
　
　
　
　
け
う
だ
い
　
　
　
　
　
て
ん
　
　
あ
ふ
　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
　
　
　
ふ
　
　
　
　
お
と

韓
と
相
抱
く
二
兄
弟
、
一
は
天
を
仰
い
で
声
な
く
、
一
は
地
に
伏
し
て
音
な
し
。

を
ち
こ
ち
　
　
き
こ
　
　
　
　
た
い
は
う
せ
う
じ
う
　
　
お
と

遠
近
に
聞
え
る
大
砲
小
銃
の
音
！
。

さ
む
　
　
す
ご
み
　
　
お
び
　
　
　
　
つ
き
　
　
　
　
ひ
と
　
　
さ
び
　
　
　
　
ひ
か
　
　
　
　
る

寒
い
凄
味
を
帯
び
た
月
は
、
独
り
淋
し
く
光
っ
て
居
る
〃
。

　
　
　
1
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
三
月
四
日

　
　
　
3
　
金
沢
　
照
文
生

　
　
　
4
　
　
「
募
集
短
文
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

　
　
き
　
ぐ
わ
ん

囹
　
祈
願

ゆ
き
　
　
ま
じ
　
　
　
　
か
ん
ぷ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
で
ん
　
　
む
ね
　
　
か
す
　
　
　
　
や
ま
　
　
も
り
　
　
　
　
あ
た
り
　
　
あ
ん
た
ん

雪
を
交
へ
た
寒
風
は
、
さ
っ
と
拝
殿
の
棟
を
掠
め
、
山
か
森
か
、
四
辺
は
暗
憺
と

　
　
た
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
み

し
て
只
も
う
う
ば
玉
の
暗
で
あ
る

　
　
　
　
　
ニ
ほ
　
　
　
　
ゆ
き
　
　
　
　
し
ろ
　
　
は
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ど
　
　
　
　
　
　
　
た
を

ザ
ク
く
と
凍
れ
る
雪
を
、
白
き
脛
に
踏
み
し
め
く
、
や
っ
と
辿
り
つ
い
た
手

や
　
め
ひ
と
り
　
　
　
な
　
む
ま
も
　
　
　
　
た
ま
　
　
　
く
わ
う
ぐ
ん
　
　
せ
う
り
　
　
　
　
わ
が
を
つ
と
　
　
ぶ
　
じ

弱
女
一
人
。
南
無
守
ら
せ
玉
へ
、
皇
軍
の
勝
利
…
…
吾
夫
の
無
事
…
…
。

か
み
も
の
い
　
　
　
こ
ゑ
　
か
す
　
　
　
　
　
た
　
こ
く
あ
ん
く

神
物
伝
は
ず
、
声
は
微
か
に
、
あ
と
は
唯
だ
黒
暗
々
！
。

　
　
　
r
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
三
月
十
七
日

　
　
　
3
　
金
沢
　
照
文
生

　
　
　
4
　
「
募
集
短
文
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

團
　
行
く
春

机
の
上
に
生
け
た
花
も
桜
で
な
う
て
行
く
春
を
惜
む
誘
導
の
｛
輪
咲
で
我
は
美
し
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い
春
が
今
去
る
の
を
惜
ん
で
此
処
公
園
ま
で
杖
を
曳
い
た
の
で
あ
る
が
桜
は
名
残

も
止
め
で
樹
々
の
梢
は
何
時
し
か
欝
蒼
た
る
緑
衣
を
着
て
鶯
の
声
も
老
い
た
ら
し

く
花
と
云
ふ
花
は
珍
ら
し
く
唯
清
い
流
れ
の
小
川
に
漸
く
春
の
色
香
を
偲
ぶ
牡
若

独
り
そ
よ
吹
く
風
に
戦
い
で
居
る
。

哀
れ
四
季
中
に
最
も
人
に
愛
さ
れ
た
る
春
も
刻
々
迫
ま
っ
て
又
暑
い
夏
と
は
な
る

の
で
あ
る
ア
、
葉
末
に
宿
る
玉
露
も
草
や
樹
の
涙
と
我
は
見
る
の
で
あ
っ
た
楽
し

い
春
も
今
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
1
　
少
年
世
界
（
第
十
一
巻
第
九
号
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
七
月
　
日

　
　
　
3
珈
脳
講
室
生
照
文

　
　
　
4
　
　
「
少
年
文
壇
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

　
　
な
つ
　
ゆ
ふ
べ

團
　
夏
の
夕

灘
瞭
聾
騒
む
灘
巌
美
つ
た
・
駿
の
懸
も
襲
の
印
に
蠣
や

せ
て
穆
青
黛
嚢
経
な
り
・
零
し
為
襲
も
轡
ん
で
遠
く
拠
気
ら

う
と
す
る
に
、
藤
濾
．
の
野
ら
響
の
嚢
含
禽
は
．
騰
に
な
っ
て
・
導

き
よ
　
　

せ
　
　
　
し
た
　
　
た
ま
　
　
　
　
あ
　
ゆ
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
　
　
き
こ

清
く
瀬
の
下
に
溜
り
て
香
魚
の
跳
ね
る
音
も
聞
え
る
。

鉱
か
ら
か
際
の
薩
が
墜
る
、
虻
の
弊
誉
概
の
た
も
と
の
畿
騒
を

　
　
　
お
と
　
　
い
た

き
ざ
む
音
も
至
っ
て
涼
し
い
。

　
　
あ
は
　
　
　
　
　
　
さ
う
か
ん
わ
づ
　
　
　
　
ざ
ん
く
わ
う
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た
る
　
　
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し

た
ゴ
哀
れ
な
は
草
間
僅
か
に
残
光
を
泄
ら
す
蛍
よ
空
に
は
星
が
ニ
ツ
三
ツ
か
ゴ

　
　
　
よ
　
　
　
い
た
　
　
　
　
す
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
き

や
い
て
夜
は
至
っ
て
凄
く
な
っ
て
来
た
。

　
　
　
1
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

432
明
治
三
十
八
年
七
月
十
八
日

照
文
生

「
乗
合
船
し
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

同
欄
の
終
わ
り
に
鶉
の
な
い
、
暑
い
・
厚
し
い
離
の
傑

し
た
お
講
躍
は
簾
効
の
轡
毒
す
響
昇
り
濃
い
の
は
下

り
し
と
あ
る
。

　
　
う
　
　
ご
　
　
　
　
ナ
へ

團
雨
後
の
景

は
げ
し
い
羅
は
麟
の
撫
墨
名
，
．
轡
て
竪
縞
直
れ
た
・
ざ
棲
の

熱
か
無
暮
ち
て
、
響
薩
が
】
懸
ま
し
く
臨
書
る
ば
か
り
に
嚥
き
塗

て
鼻
る
製
と
瞥
灘
は
麗
の
牒
か
駆
り
蕪
て
誤
が
懸
の
催
を
握

つ
藤
る
．
義
か
ら
た
薯
奪
箸
と
し
て
鷹
に
ゆ
ら
い
で
・
一
鰹
蔀

愈
瀧
論
を
欝
に
の
せ
て
、
触
れ
な
綾
け
や
せ
ん
擦
で
あ
る
・

徽
げ
ば
齢
の
珊
ま
ば
？
、
瀞
諜
の
野
獣
賑
し
て
嚇
も
知
の
燃
え
る

や
う
、
群
牒
？
き
擁
の
叔
ま
で
・
昧
の
酔
の
襲
爵
け
て
い
聾
し
ラ
・

諜
撃
職
ふ
て
、
諜
を
緋
垂
の
尽
詔
趣
は
鵬
灘
罎
ん
で
唇

る
。そ

ら
　
　
　
ほ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

空
に
は
星
ニ
ツ
三
ツ
き
ら
め
き
初
め
た
。

　
　
　
　
　
　
ふ
し
お
も
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
主432　！？

「
節
面
白
き
…
…
」
の
か
所
は
改
行
部
分
。

北
国
新
聞
（
三
面
）

明
治
三
十
八
年
八
月
三
十
一
日

照
文
生

「
乗
合
船
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
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ば
ん
か

囹
晩
夏

な
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　

か
は
　
　
う
み
　
　
も
は
や
み
む
　
　

ひ
と
　
　
　
し
う
き
　
　
あ
ま
ね
　
　
の
や
ま
　
　
ニ
　
　
　
　
さ
び

夏
暮
れ
ん
と
し
て
川
も
海
も
最
早
見
向
く
人
な
し
秋
気
は
遍
く
野
山
を
籠
め
、
淋

　
お
も
ひ
　
い
ざ
な
　
あ
は
れ
　
　
き
　
　
　
ひ
　
　
　
　
み
つ
　
　
す
み
　
　
て
ん
　
　
　
　
　
　
き
よ
　
　
　
　
つ
き
　
　
　
　
　
　
や
ま
メ
さ

し
き
思
を
誘
ひ
哀
の
気
を
惹
き
、
水
は
澄
て
天
（
に
）
清
ら
の
月
あ
り
、
山
将
に

い
れ
な
み
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
　
　
　
ま
　
　
　
が
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
そ
　
　
た
け
　
　
ち
か
ら
　
　
さ
　
　
　
　
あ
さ

紅
を
吐
（
か
）
ん
と
し
て
時
を
待
ち
顔
な
り
。
あ
・
細
き
竹
を
力
に
咲
け
る
朝

が
ほ
　
　
　
　
し
た
は
　
か
　
　
　
　
く
わ
り
ん
ち
ひ
　
　
　
　
な
つ
や
う
や
　
　
く

顔
も
、
下
葉
枯
れ
て
花
輪
小
さ
く
夏
漸
く
暮
れ
ん
と
す
。

　
　
　
注
（
に
）
（
か
）
は
推
定
し
て
補
っ
た
も
の
。

　
　
　
1
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
九
十
二
日

　
　
　
3
　
照
文
生

　
　
　
4
　
　
「
鵜
十
行
文
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
「
十
九
字
詰
十
行
以
内
」

　
　
　
　
　
の
条
件
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
あ
き
か
ぜ
　
　
ま
き

団
秋
風
の
巻

す
　
ゴ
　
　
　
　
あ
き
か
ぜ
　
　
ふ
　
　
ま
レ
　
　
　
　
わ
　
　
あ
そ
　
　
　
　
に
は
　
　
　
　
　
さ
び
　
　
　
　
あ
き
　
　
い
ろ
ふ
か

荒
涼
し
き
秋
風
の
吹
く
儘
に
、
我
が
遊
び
の
庭
も
や
・
淋
し
き
秋
の
色
深
く
な
り

ぬ
。ひ

ご
と
　
　
は
　
　
　
　
お
ち
ば
う
っ
た
か
　
　
　
つ
き
や
ま
　
　
か
え
で
こ
う
や
エ
み
ご
ろ
　
　
　
　
　
あ
き
か
ぜ
　
　
お
と
　
　
　
　
　
ご
と

日
毎
に
掃
け
ど
落
葉
堆
く
、
築
山
の
楓
糖
梢
見
頃
な
り
、
秋
風
の
音
つ
る
〉
毎
に

す
エ
き
　
お
の
ン
　
さ
ま
ゑ
　
　
　
ご
と
　
　
　
　
は
る
　
　
は
な
　
　
ご
と
　
　
の
う
え
ん
　
　
は
な
な
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
　
　
　
　
　
　
よ

薄
の
戦
く
様
絵
の
如
く
、
春
の
花
の
如
き
濃
艶
の
花
無
け
れ
ど
も
清
き
さ
ま
世

　
な
　
　
　
さ
を
と
め
　

ご
と

に
馴
れ
ぬ
早
乙
女
の
如
し
。

こ
の
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
　
　
　
　
わ
　
　
に
は
　
　
ゆ
か
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
を
し
　
　
　
　
と
な
り
　
　
も
く
さ
い
　
マ
マ
　

此
の
さ
び
の
籠
れ
る
我
が
庭
に
床
し
き
香
を
こ
む
る
は
琴
教
ふ
る
隣
家
の
木
犀
の

た
か
　
　
　
か

高
き
香
な
り
。

さ
び
　
　
　
　
に
は
　
　
に
ほ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
か
　
な
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
メ

淋
し
き
庭
も
香
あ
り
、
さ
れ
ど
我
に
香
無
き
を
、
鳴
呼
！
。

　
　
　
1
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
十
月
四
日

　
　
　
3
　
て
り
ふ
み

　
　
　
4
　
　
「
鰯
十
行
文
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
条
件
も
同
じ
。

　
　
あ
き
づ
き
　
　
ま
き

團
秋
月
の
巻

ぎ
ん
し
ょ
く
き
よ
　
　
　
　
こ
つ
　
　
　
　
こ
よ
ひ
　
　
　
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
　
　
き
お
く
　
　
　
た

銀
色
清
ら
に
凝
た
る
今
宵
の
月
に
、
い
で
や
昔
の
記
億
を
辿
ど
ら
ば
や
と
、
や

　
　
き
ふ
き
ん
　
　
し
し
ふ
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
あ
た
レ
　
　
　
ニ
ろ
は
さ
　
　
　
　
　
す
み
れ
　
　
し
を

を
ら
泣
董
が
詩
集
を
打
ひ
ら
け
ば
、
あ
は
れ
春
暖
か
き
頃
挿
み
け
る
董
の
萎
れ
は

て
た
る
を
見
ぬ
。

　
　
き
お
く
　
　
　
　
　
　
み
つ
　
　
あ
わ
　
　
　
　
　
　
　
す
み
れ
　
　
　
　
　
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
は
る
か
　
と
ほ
　
　
そ

あ
》
記
憶
！
そ
は
水
の
泡
な
り
き
、
董
！
そ
は
萎
れ
は
て
ぬ
、
予
は
遙
に
遠
き
天

ら
あ
き
ら
　
ほ
し
　
　
　

ほ
し
　
　
わ
が
て
　
と
あ
た
　
　
　
な
に

空
に
明
か
の
星
を
見
ぬ
、
あ
・
星
！
そ
は
煙
焔
に
取
る
能
は
ざ
り
き
。
何
ご
と
も

し
　
　
　
　
　
か
ほ
　
　
　
　
あ
き
　
　
つ
き
　
　
た
か
　
　
き
う
て
ん
　
　
か
エ
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
ふ
か
　
　
む
し
　
　
　
ね
さ
び

知
ら
ぬ
顔
な
る
秋
の
月
、
高
く
九
天
に
懸
り
て
、
夜
は
深
く
虫
の
音
淋
し
く
な
り

ぬ
。　

　
　
1
　
北
国
新
聞
（
三
面
）

　
　
　
2
　
明
治
三
十
八
年
十
月
十
日

　
　
　
3
　
て
り
ふ
み

　
　
　
．
4
　
　
「
購
十
行
文
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
条
件
も
同
じ
。

　
　
つ
み
　
　
　
こ

回
　
罪
の
子

ゆ
ふ
あ
ら
し
つ
よ
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
り
　
　
さ
ま
よ
　
　
　
　
　
　
　
を
　
ン
　
　
　
　
て
つ
け
う
　
　
　
い
　
か
　
　
　
お
も
　
　
　
で

夕
嵐
強
き
鉄
橋
の
畔
を
魚
島
ひ
ぬ
。
鳴
呼
こ
の
鉄
橋
！
如
何
に
想
ひ
出
多
き
よ

　
　
わ
か
　
　
つ
み
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
　
　
ほ
だ
　
　
　
　
あ
い
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う
ぜ
ん

う
ら
若
き
罪
の
子
ら
が
、
恋
に
絆
さ
れ
愛
に
駆
ら
れ
て
、
轟
然
た
る
汽
車
が
下
に

と
こ
し
な
　
　
　
う
ら
み
　
　
　
　
　
　
な
が
れ
　
の
ニ

長
　
へ
の
恨
を
犀
水
の
流
に
遺
し
て
、
不
帰
の
客
と
な
り
ぬ

あ
エ
り
う
す
み
　
お
と
　
な
が
　
む
ぜ
う
　
　
　
か
な
　
　
し
　
い
ざ
な
　
　

き
て
き
　
こ
ゑ

嵯
呼
流
水
の
音
は
永
く
無
情
の
楽
を
奏
で
、
死
を
誘
ふ
如
き
汽
笛
の
声
！
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4321
政
教
新
聞
（
四
面
）

明
治
三
十
八
年
十
月
十
日

照
文
生

「
政
教
文
学
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
同
軸
の
初
め
に
「
け
ふ
か

　
た
う
ら
ん
　
　
せ
い
け
う
ぶ
ん
が
く
　
　
ご
　
ひ
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
お
つ
も
　
　
　
　
な
に

ら
当
欄
で
政
教
文
学
の
御
披
露
を
す
る
の
で
す
か
ら
其
御
積
り
で
何

ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
げ
ん
　
　
か
ん

分
よ
ろ
し
く
」
と
あ
る
。
藤
田
天
民
選
。
天
民
の
評
言
「
無
限
の
感

が
い
　
　
じ
よ
　
　
　
　
　
　
か
ん
た
ん
　
　
ぶ
ん
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
け
い
ば
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
う
は
ん

慨
を
叙
す
る
に
、
簡
短
の
文
を
以
て
し
、
勤
抜
に
し
て
一
字
の
冗
繁

　
　
　
　
　
　
　
ぜ
う
ノ
ま

を
見
ず
、
小
晶
の
上
乗
な
る
も
の
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
す
ゴ

圃
鈴
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ト
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ゴ
　
　
　
　
　
　
ベ
う
ま
　
　
に
は
か
　
あ
ら
た
ま

あ
き
か
ぜ
は
だ
さ
む

秋
風
肌
寒
く
な
る
に
つ
れ
て
、
梢
々
癒
え
か
》
つ
た
鈴
ち
ゃ
ん
の
病
気
が
釣
銭
革

　
　
　
さ
く
や
　
　
　
じ
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
て
ん
ご
く
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
し
　
ま

っ
て
、
昨
夜
十
時
を
一
期
と
し
て
、
彼
の
天
国
と
や
ら
へ
逝
い
て
仕
舞
つ
た
。

す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
い
う
　
　
し
ろ
　
　
　
　
ま
ゆ
げ
　
　
　
　
　
く
わ
つ
ば
つ
　
　
ぼ
く
　
　
だ
い
す
き
　
　
　
　
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ゴ

鈴
ち
ゃ
ん
は
色
の
白
い
、
眉
毛
の
濃
い
活
発
な
僕
の
大
好
な
親
友
で
あ
っ
た
。
鈴
．

　
　
　
　
ぼ
く
す
　
あ
さ
．
ゆ
ふ
あ
　
　
　
こ
と
な
　

こ
ぞ
が
く
か
う
し
く
じ
っ

ち
や
ん
も
僕
を
好
き
で
朝
な
夕
な
遭
は
な
か
っ
た
事
無
く
、
去
年
も
学
校
を
失
敗

　
と
き
　
　
い
ろ
ノ
ヒ
　
な
ぐ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ほ
ど
　
　
は
げ

た
時
に
色
々
と
慰
め
て
く
れ
た
の
で
幾
程
か
励
ま
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
ぶ
つ
　
　
は
な
　
　
ふ
え
　
　
　
　
て
う
え
　
　
は
な
　
　
い
ま
ま
さ
か
　
　
　
　
さ
　
　
　
に
ほ
　
　
　
　
ゐ

鈴
ち
ゃ
ん
の
好
物
は
花
と
笛
で
、
手
植
の
花
は
今
夏
盛
り
に
咲
き
匂
ふ
て
居
る
が
、

す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ま
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　

こ
と
　
　
で
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
ノ
へ
ふ
え
　
　
て

鈴
ち
ゃ
ん
は
此
夏
盛
り
な
の
を
観
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
、
偶
々
笛
を
手
に
し
て

す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
ね
　
　
と
と
の
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
む
や
み
　
　
む
ね
　
　
せ
ま
　
　
　
　
た
ゴ
な
み
だ
　

お

鈴
ち
ゃ
ん
の
為
め
に
音
を
調
へ
て
見
て
も
、
無
闇
に
胸
が
迫
っ
て
唯
涙
の
落
つ
る

　
　
　
　
　
　
あ
　
り
す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ほ
く
　
　
め
　
　
ま
へ
　
　
ち
ら
ノ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

の
み
で
あ
る
、
鳴
呼
鈴
ち
ゃ
ん
は
、
未
だ
僕
の
目
の
前
に
彷
彿
し
て
、
彼
の
美
く

　
　
こ
ゑ
　
　
み
　
ン
　
　
の
こ
　
　
　
　
　
　
む
じ
ゃ
き
　
　
す
が
た
　
　
い
ま
　
　
い
ま
　
　
ぼ
く
　
　
み
　
　
わ
ら
　
　
　
　
ゐ
　
　
や
う

し
い
声
が
耳
朶
に
残
っ
て
、
無
邪
気
な
姿
が
今
も
未
だ
僕
を
見
て
笑
っ
て
居
る
様

だ
。あ

　
す
　
　
す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
き

明
日
は
鈴
ち
ゃ
ん
の
葬
式
で
あ
る
。

こ
　
　
な
み
だ
　
　
ま
み
　
　
こ
乏
　
　
で
き

此
の
涙
で
参
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
し
　
ま
う

っ
て
仕
舞
う
の
で
あ
る
。

注4 3　2　1

あ
　
エ
す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
す
　
　
け
む
り

鳴
呼
鈴
ち
ゃ
ん
は
明
日
は
煙
に
な

□
は
不
明
字
の
か
所
。

　
す
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
ぶ
つ

「
鈴
ち
ゃ
ん
の
好
物
は
…
…
」
の
か
所
は
改
行
部
分
。

政
教
新
聞
（
四
面
）

明
治
三
十
八
年
十
月
十
四
日

照
文「

政
教
文
学
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

回
犀
川

れ
う
ノ
へ
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
そ
　
　
　
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
　
あ
る
ひ
　
ひ
く
　
　
　
　
せ
つ

嶢
々
と
し
て
吹
き
初
む
る
音
は
「
神
の
秘
」
の
一
曲
或
は
高
く
、
或
は
低
く
、
切

せ
っ
そ
う
ノ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
く
を
は
　
　
　
　
　
　
と
う
て
ん
か
す
　
　
　
　
く
れ
な
ひ
　
　
て
う
　
　
　
　
く
も
う
ご

切
噌
々
た
り
漸
く
に
し
て
曲
終
れ
ば
、
東
天
微
か
に
紅
を
呈
し
て
雲
動
き
ぬ
。

あ
エ
な
ん
ら
　
び
く
わ
ん
　
　
　
さ
い
う
ん
し
り
ぞ
　

う
ま

鳴
呼
何
等
の
美
観
！
五
色
の
彩
雲
を
排
き
て
生
れ
い
で
た
る
明
治
三
十
九
年
一
月

　
　
　
　
　
　
わ
が
あ
い
　
　
　
　
さ
い
か
は
　
　
　
　
わ
う
こ
ん
　
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
あ
ら

元
旦
！
而
し
て
我
愛
せ
る
犀
川
に
、
黄
金
の
波
は
ゆ
ら
ぎ
ぬ
昨
日
の
我
は
新
た
な

　
て
ん
ち
わ
れ
　

は
か
　
き
よ
ね
ん
れ
き
し
や
す
　
あ
ら
　

ひ
や
く

る
天
地
の
我
な
り
、
優
な
き
去
年
の
歴
史
を
焼
き
捨
て
、
新
た
な
る
飛
躍
を
試
む

　
　
　
れ
い
せ
ん
　
　
み
づ
　
　
　
　
き
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
つ
　
　
　
　
　
　
き
す
み
　
　
　
　
か
み
　
　
ご
と
　
　
こ
ニ
ち

べ
く
、
霊
泉
の
水
を
一
掬
（
す
）
れ
ば
忽
と
し
て
気
澄
み
、
神
の
如
き
心
地
に
な

り
ぬ

4321注
（
す
）
は
推
定
し
て
補
っ
た
も
の
。

政
教
新
聞
（
六
面
）

明
治
三
十
九
年
一
月
二
日

照
文

六
面
の
下
隅
に
載
る
。
欄
の
名
は
な
い
。
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は
る
さ
め
　
　
　
よ

圖
春
雨
の
夜

さ
び
　
　
　
　
　

は
る
さ
め
　
　
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
ひ
　
　
な
ん
　
　
　
　
　

も
の
か
な
　
　
　
　
　
　
　
か
け
ひ

淋
し
き
は
春
雨
の
常
な
が
ら
、
わ
け
て
、
今
宵
の
何
と
な
く
物
悲
し
く
て
、
覧
を

　
　
　
　
　
み
つ
　
　
み
エ
　
　
さ
と
　
　
　
　
　
こ
ン
う
　
　
　
　
み

ほ
と
ば
し
る
水
に
耳
の
聡
く
し
て
愛
い
と
魅
せ
ら
る
ば
か
り
な
り
。

　
　
ご
ろ
　
　
ね
こ
　
　
こ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
　
　
　
　
　
　
　
ね
こ
　
　
な
　
　
こ
ゑ

こ
の
頃
は
猫
の
恋
す
る
と
き
に
や
あ
ら
む
、
夜
な
く
を
猫
の
鳴
き
声
を
そ
ろ
し

　
　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
わ
れ
　
　
お
ほ
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
こ
く

く
、
た
ま
り
兼
た
る
我
の
大
声
あ
げ
て
記
す
れ
ど
、
依
然
と
し
て
止
ま
ず
、
先
刻
、

は
エ
う
へ
　
　
よ
う
じ
　
　
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

母
上
は
用
事
の
為
に
町
の
方
ま
で
行
か
れ
て
ま
だ
帰
り
た
ま
は
ず
、
広
く
も
あ
ら

　
い
へ
　
　
　
　
わ
れ
ひ
と
り
か
げ
な
が
　
　
ふ
す
ま
　
　
　
　
　
　
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
ぶ
ら
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
り
　
　
も
と

ぬ
家
に
、
我
一
人
影
長
く
襖
よ
り
暑
に
落
し
て
、
口
々
も
油
の
尽
く
る
燈
火
の
下

　
せ
う
ぜ
ん
　
　
　
　
　
め
い
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ゑ
　
　
む
か
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
あ
た
ま

に
情
意
と
し
て
冥
想
し
ぬ
。
や
が
て
机
に
向
ひ
歌
な
ど
も
の
す
れ
ど
、
重
た
き
頭

　
　
　
　
し
し
ゅ
わ
　
　
　
　
　
　
　
ふ
で
さ
し
お
　
　
　
ほ
　
ご
　
　
　
　
と
り
し
ら
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
　
ひ
つ
き
て
う

の
な
ど
か
詩
趣
湧
く
べ
き
、
筆
欄
き
て
反
古
な
ど
取
調
ぶ
れ
ば
、
古
き
筆
記
帳
に

け
う
し
　
　
　
て
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
め
い
　
　
　
　
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ゴ
　
　
む
か
し
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
な
か

教
師
の
手
の
跡
、
学
友
の
姓
名
な
ど
記
さ
れ
て
、
座
ろ
昔
の
懐
か
し
く
、
我
と
仲

よ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
い
っ
こ
　
　
な
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
と

善
り
し
柳
君
の
今
何
処
に
何
し
つ
》
あ
ら
む
、
彼
の
家
に
は
六
つ
ぽ
か
り
の
妹
の
、

わ
れ
　
　
　
　
　
た
は
む
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
え
み
　
　
き
ん
　
　
あ
た

我
と
う
ち
戯
れ
し
な
ど
偲
ば
れ
て
独
り
ほ
》
笑
を
禁
ず
能
は
ざ
り
き
。

　
　
　
　
　
は
ン
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
ち
よ
　
　
と
も
な
　
　
か
へ
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
せ
う
ち
よ

さ
る
ほ
ど
に
母
上
の
、
み
そ
ぼ
ら
し
き
少
女
を
伴
ひ
帰
り
給
へ
ば
我
は
「
其
少
女

　
　
　
　
　
　
　
と
い
ま
み
ち
こ
あ
は
せ
う
ち
よ
た
け

は
誰
な
る
や
」
と
問
ふ
る
に
「
今
か
へ
り
路
に
て
此
の
哀
れ
な
る
少
女
の
他
家
の

の
き
　
　
ふ
る
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
ア
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
こ
ろ

軒
に
傑
へ
る
を
見
て
あ
ま
り
の
哀
れ
さ
に
斯
く
は
連
れ
来
つ
る
な
り
子
よ
心
あ
た

　
な
　
　
こ
よ
ひ
と
　
め
う
に
ち
し
ゃ
く
し
ょ
と
ゴ
　
　
　
い

り
無
き
や
、
今
宵
は
宿
め
て
明
日
は
市
役
所
に
届
く
べ
し
」
と
言
ひ
た
ま
ひ
ぬ
。

は
レ
う
へ
　
　
の
ち
　
　
ぢ
い
　
　
　
　
　
　
り
し
　
　
　
　
　
お
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し

母
上
が
後
に
小
さ
く
も
固
ま
れ
る
乙
女
を
見
れ
ば
、
歳
は
十
四
五
に
も
な
り
つ
ら

　
　
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
う
ひ
ん
　
　
　
　
　
　
ひ
き
か
　
　
ち
ゃ
く
い
　
　
し
よ
く
や
ぶ

む
、
顔
だ
ち
な
ど
上
品
な
る
に
引
変
え
着
衣
の
処
々
破
れ
あ
か
に
じ
み
あ
わ
れ
に

　
い
た
　
　
　
　
　
す
が
た
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
み
お
ぼ
え
　
　
　
　
　
　
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

も
痛
は
し
き
姿
な
り
、
我
は
ふ
と
見
覚
の
あ
る
顔
な
れ
ば
、
火
を
か
き
た
て
・
よ

　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
い
も
と

く
見
ぬ
る
に
、
あ
わ
れ
友
が
妹
な
ら
む
と
は
…
…
…
…
。

よ
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
エ
う
へ
　
　
わ
れ
　
　
せ
う
ち
よ
　
ま
く
ら
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

夜
も
更
け
ぬ
れ
ば
母
上
と
我
と
少
女
と
枕
を
並
べ
て
い
ね
ぬ
、
さ
つ
き
名
の
ら
む

　
お
も
へ
　
　
や
　
　
　
　
　
　
は
や
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ユ
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

と
思
ば
矢
よ
り
も
早
ま
れ
ど
、
母
上
の
前
な
れ
ば
、
如
何
と
も
な
す
す
べ
も
な
く

も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
は
　
　
は
エ
う
へ
　
　
よ
　
　
　
ね
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ば
　
　
　
　
　
　
　
い
も
と
　
　
な

黙
し
た
る
に
、
い
ま
幸
ひ
母
上
の
能
く
寝
給
ひ
し
か
ば
、
傍
な
る
友
が
妹
の
名
を

よ
　
　
　
　
　
　
せ
う
ち
よ
　
　
ほ
そ
　
ま
な
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
し
　
ぎ
　
マ
ヱ
わ
　
　
お
も
　
　
な
が
　
　
　
　
　
き
み

呼
び
ぬ
、
少
女
は
細
き
眼
を
ひ
ら
き
て
不
黒
門
に
我
が
面
を
眺
め
ぬ
「
君
ち
ゃ
ん

　
わ
れ
　
　
　
み
お
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
き
ち
よ
　
　
あ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
そ

よ
我
を
見
覚
え
あ
る
や
否
や
、
我
は
貴
女
が
兄
な
る
柳
営
と
な
か
よ
く
、
遊
び
に

ゆ
　
　
　
　
を
り
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
わ
す

行
き
し
折
は
ま
だ
貴
女
は
六
つ
な
り
け
れ
ば
我
と
た
わ
む
れ
し
事
の
あ
り
忘
れ
じ

　
　
　
い
　
　
　
　
へ
ん
じ
　
　
　
　
か
ほ
　
　
か
す
　
　
　
　
　
う
れ
ひ
　
　
い
ろ
　
　
は
い
　
　
　
わ
ら
ひ
　
　
も

や
」
と
言
へ
ど
返
事
な
く
顔
に
微
か
な
る
愁
の
色
を
排
し
て
笑
を
洩
ら
し
ぬ
。
い

　
　
　
　
　
　
こ
た

く
た
び
言
へ
ど
答
へ
な
し
。

か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
ち
よ
　
　
お
し

解
し
た
り
ぬ
、
彼
女
は
唖
な
り
き
。

な
に
ゆ
ゑ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
ご
と
　
　
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
ぐ
し
ゃ

何
故
に
唖
に
な
り
し
や
と
問
へ
ど
こ
た
え
ず
花
の
如
き
顔
も
て
あ
わ
れ
不
具
者
と

　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
な
に
ゆ
ゑ
　
　
あ
さ
　
　
　
　
　
　
こ
じ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
ゆ
ゑ
　
　
ふ
　
ぐ
し
ゃ

は
…
…
…
…
我
は
何
故
に
浅
ま
し
き
乞
食
に
な
り
し
や
、
何
故
に
不
具
者
に
な
り

　
　
　
な
に
ゆ
ゑ
　
　
ゆ
た
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
い
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
に
　
　
い
っ
こ
　
　
を
　
　
　
　
　
　
や
さ

し
や
、
何
故
に
豊
か
な
る
彼
の
家
ば
を
ち
ぶ
れ
し
や
、
兄
は
何
処
に
居
る
や
、
優

　
　
か
れ
　
　
は
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
あ
た

し
き
彼
が
母
の
い
か
に
せ
し
や
、
を
、
問
ふ
能
は
ざ
り
き
。

あ
あ
か
れ
　

ふ
ぐ
う
し
や
〔
マ
3

鳴
呼
彼
は
不
具
者
な
り
き
。

　
　
　
注
　
□
は
不
明
字
の
か
所
。
（
P
）
は
ル
ビ
不
明
の
か
所
。

　
　
　
　
　
　
は
レ
う
へ
　
　
の
ち

　
　
　
　
　
「
母
上
が
後
に
…
…
」
の
か
所
は
改
行
部
分
。

　
　
　
1
　
政
教
新
聞
（
六
面
）

　
　
．
2
　
明
治
三
十
九
年
三
月
八
日

　
　
　
3
　
室
生
犀
星

　
　
　
4
　
　
「
政
教
文
学
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

圃
河
辺
の
初
春

　
乱
れ
伏
せ
る
芦
薩
は
秋
の
ま
〉
に
な
れ
ど
、
水
を
抜
く
三
寸
の
青
芽
を
見
ず
や
、

破
舟
を
操
る
芸
子
が
蒼
々
と
し
て
温
き
初
春
の
空
を
仰
ぎ
て
晴
雨
を
窺
ひ
、
臆
て
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は
櫓
声
と
歎
乃
と
和
し
て
無
限
の
清
韻
を
齎
ら
す
を
聞
か
ず
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ

　
永
き
冬
籠
に
面
々
た
り
し
頭
悩
も
、
一
度
犀
川
の
下
流
に
そ
め
ば
、
宇
宙
の
大

気
は
爽
に
頭
を
沸
ひ
、
沈
思
せ
る
冬
の
長
き
夢
は
醒
め
た
る
如
し
。
東
に
医
王
の

峯
白
く
、
南
に
倉
ヶ
嶽
翠
に
、
秀
姿
暗
に
春
を
黙
示
し
て
、
堤
上
堤
下
春
草
微
笑

み
つ
、
、
傾
く
夕
日
は
血
潮
の
如
く
野
に
山
に
宣
う
つ
り
て
、
遠
村
の
景
、
絵
く

べ
く
、
幽
に
長
歌
一
曲
洩
れ
ぬ
。

4321
文
章
世
界
（
第
一
巻
第
一
号
）

明
治
三
十
九
年
三
月
十
五
日

瀟
甜
羅
室
生
残
花

「
文
叢
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
評
言
「
漂
澱
た
る
文
致
、
思
は

ず
人
の
心
を
誘
ふ
。
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「
泥
雀
の
歌
」
で
犀
星

は
選
者
を
西
村
青
山
と
書
い
て
い
る
が
、
『
文
章
世
界
』
（
第
一
巻
第

一
号
）
に
は
そ
の
名
が
見
え
ず
、
不
詳
。
し
た
が
っ
て
、
評
言
は
だ

れ
の
も
の
か
不
詳
。

　
　
し
ゅ
ん
こ
う

團
春
興

　
　
　
（
一
）

　
　
ふ
　
　
　
　
は
る
さ
め
　
　
こ
や
み
　
　
　
　
そ
の
せ
う
ノ
へ
　
　
　
　
お
と
　
　
わ

そ
ぼ
降
り
し
春
雨
の
小
欲
な
く
其
瀟
々
た
る
音
に
和
し
て
、

ほ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　
　
き
こ
　
　
　
　
ま
ど
　
　
お
　
　
　
　
に
は
　
　
ば
い
く
わ

細
く
い
と
い
み
じ
う
流
れ
聞
ゆ
、
窓
を
推
せ
ば
庭
の
梅
花
、

　
　
　
ご
と
　
　
　
ち

へ
る
が
如
く
散
り
ぬ
、

　
　
　
　
　
か
へ
で
　
わ
か
ば
　
　
つ
ゆ
　

し
っ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

さ
〉
や
か
な
る
楓
の
若
葉
の
露
一
滴
、
下
の
葉
蘭
に
落
ち
、

　
し
っ
く
　
す
　
　
う
い
く

そ
の
滴
を
吸
ひ
、
初
々
し
く
鳴
く

さ
い
き
ん
　
　
お
ん
し
ょ
く
　
ひ
く

妻
琴
の
音
色
、
低
く

　
　
　
　
　
て
ふ
　
　
　
ま

ひ
ら
く
と
蝶
の
舞

　
　
　
　
　
こ
か
わ
づ

あ
い
ら
し
き
小
侍
の
、

　
　
　
（
二
）

あ
め
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
あ
い
エ
う
　
　
そ
ら
　
　
　
　
と
び
　
　
は
い
う
く
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
え
が
　
　
　
　
い
わ
う
　
　
み
ね

雨
は
れ
て
美
し
き
藍
色
の
空
に
、
鳶
一
羽
悠
々
と
し
て
輪
を
描
き
、
医
王
の
峯
、

い
ま
　
　
ゆ
き
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
エ
か
　
　
　
　
　

け
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

未
だ
雪
は
消
え
ね
ど
、
春
風
や
う
や
く
暖
に
し
て
興
そ
ゴ
ろ
禁
じ
が
た
く
野
に

い
で
ぬ
。

み
ど
り
　
せ
ん
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
の
　
　
　
　
は
ん
く
　
　
　
　
し
こ
う
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
ぐ

翠
の
鋭
を
敷
き
た
ら
む
が
如
き
野
に
、
斑
々
た
る
紫
紅
の
花
、
さ
な
が
ら
絵
の
旦
ハ

　
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
ち
ょ
　
　
つ
く
し
　
　
そ
の
ほ
　
　
　
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
み
　
　
　
む
か
し
　
　
お
も

を
零
せ
し
如
し
、
淡
蒲
の
土
筆
、
其
穂
を
列
ね
、
我
を
し
て
罪
な
き
昔
を
思
は
し

　
　
き
く
　
　
　
　
に
　
　
　
　
た
ん
ぼ
　
ン
　
　
　
　
　
そ
の
な
が
　
　
く
き
　
　
か
ざ
　
　
　
　
　
て
ふ
　
　
　
　
　
か
ほ
な
り

め
、
菊
に
も
似
た
る
浦
公
英
の
花
は
其
長
き
茎
に
磐
さ
れ
、
蝶
を
待
ち
顔
也
小
川

　
み
づ
き
よ
　
　
か
や
　
　
　
め
　
　
　
し
よ
う
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
　
　
か

の
水
清
く
葺
の
芽
の
籏
々
と
し
て
生
ひ
、
茜
色
な
る
を
蟹
の
横
這
に
走
る
も
可

あ
い

愛
し
。

　
　
　
（
三
）

み
ぎ
　
　
く
わ
う
し
よ
く
か
ぎ
　
　
　
　
　
　
な
　
　
は
た
　
　
い
く
　
　
　
　
て
ふ
む
　
　
　
　
あ
も
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
い
ろ
こ

右
は
黄
色
限
り
な
き
菜
の
畑
、
幾
十
の
蝶
群
れ
て
争
へ
り
、
左
は
翠
色
凝
っ
た

　
む
ぎ
た
　
　
　
す
み
ぐ
わ
　
　
　
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
ひ
ば
り
　
　
　
　
　
　
く
も
る
は
る
か
　
　
み

る
麦
田
、
隅
々
我
が
足
も
と
よ
り
衝
と
雲
雀
た
ち
、
雲
井
遙
に
見
え
ず
な
り
ぬ
、

　
　
　
ぎ
ん
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
こ
ゑ
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

さ
れ
ど
銀
鈴
を
振
れ
る
が
如
き
声
、
野
に
あ
ま
し

　
　
　
（
四
）

に
は
　
　
　
　
　
　
　
す
み
れ
　

は
ち
　
　
う
　
　
　
　
つ
ば
き
　
く
れ
な
ひ
　
　
　
　
っ
ゴ
　
　
　
　
う
▲
め
　
　
は
　
　
　
へ
ん
く
　
　
　
　
　
　
ち

庭
に
い
で
・
董
を
鉢
に
植
ゆ
、
椿
は
紅
の
玉
を
綴
り
、
梅
は
早
や
片
々
と
し
て
散

　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ん
　
　
　
お
も
む
き

り
、
鶯
の
声
き
か
ぬ
は
遺
憾
の
趣
　
な
り

よ
め
な
　
　
　
　
よ
む
ぎ
　
　
　
　
　
　

あ
か
　
　
ふ
き
　
　
と
う
　
　
　
　
　
　
　
み
ぎ
　
　
は
　
　
　
　
ふ
き
　
　
ち
い
　
　
　
み
ど
り
が
さ

嫁
菜
の
び
蓬
し
げ
り
、
赤
き
蕗
の
蔓
、
茶
畑
の
右
に
生
ひ
て
蕗
は
小
さ
き
翠
傘
を

　
　
　
　
　
に
は
　
　
　
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

か
ざ
し
漸
く
庭
も
春
の
趣
を
添
え
ぬ
。

あ
ふ
　
　
　
　
　
あ
ん
ず
　
　
は
く
ニ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
　
　
　
　
う
ら
み
な
り

仰
げ
ば
、
杏
の
薄
紅
、
ひ
ろ
く
咲
き
い
で
、
桜
な
き
は
怨
也

　
　
　
（
五
）

ひ
く
　
　

に
し
そ
ら
　
め
ん
え
ん
じ
と
　

ご
と
　

な
ま
ノ
　

日
は
暮
れ
む
と
し
て
西
の
空
、
一
面
（
嚥
）
臓
を
溶
か
せ
し
如
く
、
ま
だ
生
々
し

　
し
ん
ち
く
　
　
　
　
て
　
　
い
よ
く
く
れ
な
ひ
な
り

き
新
築
の
小
家
に
照
り
て
愈
々
紅
也
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き
し
　
も
つ
そ
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
か
ふ
む
り
ま
　
　
　
　
さ
と
　
　
こ
　
　
な
が
さ
を
　
た
つ
さ
　
　
　
　
　
　
　
お
と

塘
の
裾
し
て
見
れ
ば
、
蟷
蠕
舞
ひ
て
里
の
子
、
長
竿
を
携
へ
て
是
を
落
さ
む
と
す
、

　
　
　
ら
う
そ
う
　
　
そ
ゴ
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
を
し

一
人
の
老
僧
、
徐
う
に
是
を
さ
と
し
教
へ
ぬ
。

こ
さ
　
の
ち
ら
う
そ
う
　
　

え
か
す
み
ま
つ
な
み
き

子
ら
の
去
り
た
る
後
に
、
老
僧
こ
・
ち
よ
げ
に
ほ
〉
笑
み
、
霞
こ
む
る
松
並
木
に

す
が
た
　
　
　
　
　
　
ゆ
ふ
べ
　
　
か
ね
　
　
し
づ
　
　
　
　
ひ
ゴ
　
　
　
　
か
す
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
て
き
　
　
こ
ゑ

姿
か
く
れ
、
夕
の
鐘
、
静
か
に
響
き
、
幽
か
な
る
牧
笛
の
遷
す
な
り
。

1注243
（
嚥
）
は
推
定
し
て
補
っ
た
も
の
。

政
教
新
聞
（
六
面
）

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
七
日

犀
川
の
畔
に
て
　
室
生
犀
星

「
政
教
文
学
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

　
　
や
ま
で
ら
　
　
や
ど

圃
山
寺
の
宿

な
　
　
　
　
た
び
ぢ
　
　
　
ゆ
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
で
ら
　
　
　
ひ
　
　
　
よ
　
　
　
や
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
か

慣
れ
ぬ
旅
路
に
行
き
暮
れ
て
、
と
あ
る
山
寺
に
一
と
夜
の
宿
か
り
し
あ
る
初
夏
の

こ
ろ

頃
な
り
き
。

あ
ん
な
い
　
　
　
　
　
ぜ
ん
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
　

か
　
　
　
　
ゑ
ま
き
も
の

案
内
せ
ら
り
し
禅
房
の
い
と
あ
れ
た
る
に
、
床
に
掛
け
あ
る
絵
巻
物
の
、
い
ま
に

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ど
う
そ
ん
　
　
む
し
　
　
　
　
　
ふ
す
ま
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
う
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

も
燃
え
む
ば
か
り
な
る
不
動
尊
、
虫
ば
み
し
襖
の
い
と
古
風
め
け
る
、
一
つ
よ
り

ふ
た
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　

し
し
ゅ
　
う
た
　
　
　
　
ふ
と
に
は
　
　
　

な
が
　
　
　
　
　
う
　

は
な
し
ろ

二
つ
と
わ
れ
は
古
き
詩
趣
に
打
れ
ぬ
、
不
図
庭
も
せ
を
眺
む
れ
ば
、
卯
の
花
白
う

な
み
　
　
あ
は
　
　
ご
と
　
　
　
　
　

か
ん
こ
ど
り
そ
ら
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
せ
ん
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
ご
と
　
　
さ
う
れ
う

波
の
泡
の
如
き
に
、
閑
古
鳥
空
を
背
き
わ
た
り
、
渓
川
よ
り
湧
く
が
如
き
爽
涼
の

か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
　
　
　
　
　
　
れ
う
み
　
　
さ
そ
　
　
　
　
い
で

風
、
わ
れ
は
こ
の
掬
す
べ
き
涼
味
に
誘
は
れ
出
ぬ

あ
だ
か
　
ざ
ん
せ
う
　
　
そ
ら
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
な
み
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
ろ
う
　
　
　
ゆ
ふ
ぺ
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
あ
が

恰
も
残
照
の
空
、
そ
の
紅
　
に
染
め
ら
れ
し
鐘
楼
に
、
夕
の
鐘
つ
か
む
と
立
ち
上

　
　
わ
か
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
　
　
ち
り
　
　
よ
　
　
　
ふ
　
　
　
　
も
く
さ
う
ち
ん
し
お
く
　
　
ゐ
ん
　
　
　
　
ど
く
け
ふ
　
　
が
ぜ
ん

り
し
若
僧
ひ
と
り
、
遙
に
塵
の
世
を
傭
し
て
黙
想
沈
思
奥
の
重
な
る
読
経
に
俄
然

お
ど
ろ
　
　
　
ひ
と
う
ち
ふ
た
う
ち
よ
み
ん
な
が
　
　
　
つ
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

と
愕
き
、
一
打
二
打
余
韻
長
う
撞
き
給
ひ
ぬ
、
わ
れ
は
何
と
な
う
懐
か
し
さ
に
近

よ
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
ひ
　
　
や
と
こ
ひ
　
　
し
や
　
　
　
　
　
　
か
れ
ま
た
こ
た
　
　
　
　
　
わ
た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
ね
ん

寄
り
て
、
今
宵
の
宿
乞
を
謝
せ
ば
、
彼
又
答
へ
□
話
題
を
め
ぐ
ら
す
裡
に
、
十
年

　
ち
き
｛
マ
3
ご
と
ま
ん
こ
う
ふ
へ
い
と
ろ
　

か
れ
せ
い
し
ゅ
ん
は
ん
せ
い
も
　
　
そ

の
知
巳
の
如
く
満
腔
の
不
平
を
吐
露
し
ぬ
、
彼
は
青
春
の
半
生
を
洩
ら
し
ぬ
、
其

　
ま
た
　
　
　
　
た
め
　
　
　
す
る
ど
　
　
や
い
ば
　
　
　
　
　
む
ね
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら

は
亦
わ
が
為
に
は
鋭
き
刃
に
て
、
胸
を
刺
さ
れ
し
も
辛
か
り
き
。

　
た
び
　
　
き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
ひ
お
や
ど
　
　
か
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
え
に
し
　
さ
ふ
ら

「
旅
の
君
よ
、
ゆ
く
り
な
く
今
宵
御
宿
を
貸
せ
し
は
奇
し
き
縁
に
候
は
ず
や
、
わ

　
　
き
み
　
　
こ
つ
に
く
　
　
お
も
　
　
　
　
ね
ん
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
　
　
か
た
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま
　
　
こ
ひ

れ
は
君
を
骨
肉
と
思
ひ
五
年
前
の
わ
が
恋
を
語
り
申
さ
む
、
そ
は
げ
に
甘
き
恋
に

毒
ひ
き
、
羅
鷹
睡
な
る
静
と
評
へ
る
は
黙
の
罫
に
て
そ
ソ
」
に
騨

う
る
　
　
　
　
　
　
せ
う
ち
よ
ゐ
　
　
　
　
　
こ
よ
ひ
　
　
ご
と
　
　
つ
き
　
　
　
　
や
み
　
　
よ
　
　
　
　
さ
ふ
ら
　
　
　
　
　
ま
ん
ぼ

美
は
し
き
少
女
居
た
り
今
宵
の
如
く
月
な
き
闇
の
夜
に
て
候
ひ
し
、
漫
歩
に
ま
か

　
　
き
よ
せ
が
わ
　
　
き
た
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た
る
が
り
　
　
　
み
や
こ
お
ほ
ぢ
　
　
お
よ
　
　
　
　
に
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

せ
て
清
瀬
川
に
来
り
し
に
、
蛍
狩
と
て
都
大
路
も
及
ば
ぬ
賑
や
か
さ
、
あ
る
は
歌

　
　
　
　
　
は
し
　
　
　
び
き
ほ
た
る
へ
う
く
　
　
　
や
み
　
ぬ
　
　
　
　
　
を
と
め

ひ
、
あ
る
は
走
り
、
一
疋
の
蛍
腿
々
と
し
て
闇
を
縫
ひ
い
で
ぬ
、
少
女
ら
は
わ
れ

さ
き
　
　
　
む
ら
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
だ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
す
べ
　
　
　
　
　
　
か
は
　
　
お

先
に
と
群
り
よ
り
□
そ
の
中
の
誰
な
ら
む
、
足
た
ら
し
て
川
に
落
ち
入
り
ぬ
、
わ

　
　
こ
ろ
も
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
す
く
　
　
　
　
い
へ
　
　
と
ゴ
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
す
う
げ
つ
　
　
と
　
　
　
　
　
と

れ
は
衣
の
ま
》
彼
を
救
ひ
て
家
に
届
け
ぬ
、
夫
れ
よ
り
数
月
、
訪
ひ
つ
訪
は
れ
つ
、

　
　
　
か
れ
　
　
あ
い
　
　
か
れ
　
　
　
　
　
　

ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ば
う
　
　
は
な
か
げ
　
　
　
み
つ

わ
れ
は
彼
を
愛
し
彼
は
わ
れ
に
許
し
た
り
き
、
し
ば
し
希
望
の
保
湿
に
、
密
よ
り

あ
ま
　
　
こ
ひ
　
　
さ
ん
び
　
　
　
　
　
　
ひ
や
ン
　
　
　
　
　
あ
く
ま
　
　
の
ら
ふ
　
マ
マ
　
ま
と
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
　
　
　
　
や
　
　
と
つ

甘
き
恋
を
讃
美
せ
し
が
冷
か
な
る
悪
魔
の
咀
ふ
的
と
な
り
、
彼
は
さ
る
家
に
嫁

　
　
　
と
し
　
　
　
ご
と
　
　
か
れ
　
ふ
た
た
　
　
　
　
　
　
か
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
と
き

ぎ
ぬ
、
年
ふ
る
毎
に
彼
は
再
び
わ
れ
を
顧
み
ざ
り
き
、
察
し
給
へ
、
そ
の
時
の
わ

　
こ
ン
う
　
　
　
か
れ
　
　
と
り
こ
ろ
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
み
　
　
　
　
　
　
　
も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
く
ら

が
心
は
、
彼
を
取
殺
さ
で
置
く
べ
き
か
と
恨
を
の
み
て
黙
せ
し
が
、
あ
る
月
闇
き

よ
　
　
あ
さ
　
　
ニ
こ
ろ
　
　
は
　
　
　
　
　
　
つ
ひ
　
　
そ
く
ね
ん
　
　
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ン
ろ
　
　
ニ
ま
　
　
お
ど

夜
、
浅
き
心
に
恥
ぢ
て
、
遂
に
俗
念
を
仏
ひ
ぬ
、
さ
れ
ど
心
の
駒
の
跳
る
は
、
さ

　
　
　
　
あ
は

る
に
て
も
哀
れ
の
も
の
と
お
ぼ
さ
ず
や

　
わ
か
　
　
ち
し
ほ
　
　
た
　
　
が
た
　
　
　
　
ぎ
ん
た
い
　
　
ご
と
　
　
ひ
か
　
　
　
　
　
　
は
る
　
　
　
　
　
き
よ
せ
が
わ
　
　
に
ら

と
若
き
血
潮
の
堪
へ
難
う
、
銀
位
の
如
く
光
れ
る
、
遙
か
な
る
清
瀬
川
を
睨
み
し

　
　
　
　
　
さ
び
　
　
　
　
に
が
　
わ
ら
ひ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
　
　
の
ち
ほ
ん
だ
う
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
、
や
が
て
淋
し
う
苦
笑
し
て
、
一
揖
の
後
本
堂
さ
し
て
行
き
ぬ

あ
エ
そ
れ
　
た
れ
　
　
　
か
　
　
　
　
　

よ
あ
し
お
と
　
　
　
　

や
ま
　
く
だ

鳴
呼
夫
は
誰
な
ら
む
乎
、
わ
れ
は
そ
の
夜
足
音
を
ぬ
す
み
て
山
を
下
り
ぬ
、
そ
の

よ
　
　
　
つ
き
　
　
　
　
ほ
し

夜
、
月
な
く
星
ま
ば
ら
な
り
き
。

　
　
　
注
　
二
か
所
の
□
は
不
明
字
の
か
所

　
　
　
1
　
政
教
新
聞
（
六
面
）
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234

明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
四
日

犀
川
の
畔
　
犀
星

「
政
教
文
学
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

　
団
「
寒
い
月
」
圖
「
祈
願
」
、
こ
の
二
作
は
興
味
深
い
対
照
を
示
し
て
い
る
。

両
作
と
も
日
露
戦
争
（
明
3
7
・
2
～
同
3
8
・
9
）
の
さ
な
か
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
日
露
両
軍
が
激
突
し
た
い
わ
ゆ
る
奉
天
会
戦
（
明
3
8
・
3
・
1
0
）
を
は
さ

ん
で
、
団
は
三
月
四
日
に
、
圖
は
三
月
十
七
日
に
掲
載
さ
れ
た
小
品
で
あ
る
。

　
国
の
空
間
は
戦
地
で
あ
り
、
時
間
は
月
の
あ
る
夜
。
登
場
人
物
は
兵
士
で
あ
る

兄
弟
。
弟
の
戦
死
の
場
面
が
、
四
段
落
の
巧
み
な
展
開
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

人
間
界
の
悲
劇
を
冷
徹
に
見
つ
め
る
「
寒
い
月
」
を
文
題
と
し
て
、
常
套
的
な
修

辞
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
時
代
や
年
齢
な
ど
の
条
件
の
中
で
総
体
的
に
は
よ
く
ま

と
め
ら
れ
た
小
品
文
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
や
〉
時
代
小
説
め

い
た
臭
い
を
も
つ
が
、
そ
の
会
話
文
の
巧
み
な
使
用
に
は
、
後
年
の
会
話
体
小
説

を
得
意
と
し
た
犀
星
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
囹
の
空
間
は
神
社
の
境
内
、
時
間
は
闇
の
夜
。
登
場
人
物
は
夫
を
戦
地
に
送
っ

て
い
る
女
性
。
闇
の
中
、
氷
っ
た
雪
を
白
い
脛
に
踏
み
し
め
て
拝
殿
に
た
ど
り
つ

い
た
手
弱
女
は
、
皇
軍
の
勝
利
、
夫
の
無
事
を
祈
る
。
こ
れ
も
、
三
段
落
に
無
駄

な
く
ま
と
め
た
巧
み
な
短
文
で
あ
る
。

　
戦
死
、
戦
争
は
、
時
代
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

『
北
国
新
聞
』
に
は
、
戦
争
を
扱
っ
た
記
事
が
当
然
多
い
。
小
品
文
を
掲
載
し
て

い
る
三
面
は
、
「
大
和
魂
」
と
い
う
見
出
し
で
石
川
県
出
身
の
兵
士
た
ち
の
戦
死

の
様
子
を
、
そ
の
兵
士
た
ち
の
経
歴
、
戦
歴
な
ど
を
含
め
て
、
詳
し
く
報
じ
て
い

る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
犀
星
外
の
小
晶
文
に
も
同
様
の
テ
ー
マ
が
み
ら
れ
る
。
犀

星
の
小
晶
文
は
、
ま
ず
、
時
事
、
そ
し
て
人
事
の
関
係
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
両
者
と
も
口
語
体
で
あ
る
。
出
発
に
お
い
て
口
語
体
を
選
択
し
た
と
い

う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
や
が
て
自
然
主
義
文
学
が
確
立
さ
れ
、
口
語
体
が
大
勢

を
占
め
る
に
い
た
る
が
、
そ
の
前
の
微
妙
な
こ
の
時
期
に
口
語
体
を
選
択
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
犀
星
の
十
五
の
小
晶
質
を
口
語
体
と
文
語
体
に

分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

口
語
体
　
国
圖
團
四
圖
圃

文
語
体
　
囹
囮
宝
器
圓
囮
團
堀
詰

　
時
事
、
人
事
を
口
語
体
で
巧
み
に
描
い
た
犀
星
は
、
小
身
文
の
最
初
に
お
い
て

小
説
へ
の
方
向
性
を
示
し
、
そ
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
先
の

図
で
示
し
た
犀
星
の
最
初
の
短
篇
小
説
「
宗
左
衛
門
」
も
口
語
体
の
作
品
で
あ
っ

た
。　

な
お
、
投
書
時
代
の
犀
星
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
読
書
体
験
に

つ
い
て
は
、
犀
星
自
身
「
弄
獅
子
」
「
泥
雀
の
歌
」
「
私
の
履
歴
書
」
な
ど
で
し
ば

し
ば
述
べ
て
い
る
。
時
代
的
な
関
係
や
事
実
関
係
に
多
少
実
際
と
は
違
う
点
が
あ

る
が
、
お
お
よ
そ
の
姿
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
や
は
り

ご
く
初
期
の
段
階
は
散
文
で
あ
っ
た
。
尾
崎
紅
葉
「
金
色
夜
叉
」
、
村
井
弦
斎
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「
日
の
出
島
」
、
小
杉
天
外
「
魔
風
恋
風
」
、
　
『
少
年
世
界
』
で
の
巌
谷
小
波
、
そ

し
て
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
手
に
と
っ
た
黒
岩
忌
事
『
天
人
論
』
、
高
橋
五
郎
『
宇
宙

観
』
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
や
が
て
、
横
瀬
夜
雨
、
蒲
原
有
明
、
薄
田
泣
董
、

土
井
晩
翠
、
島
崎
藤
村
、
児
玉
花
外
な
ど
の
詩
へ
移
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は

大
町
桂
月
、
徳
富
藍
花
な
ど
の
文
章
に
も
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
読

書
体
験
は
、
ご
く
短
い
文
章
で
あ
る
小
品
文
と
の
直
接
の
関
係
で
は
考
察
す
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
先
に
述
べ
た
「
小
説
へ
の
方
向
性
」
と
の
関
連
を

み
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
先
に
引
い
た
「
ち
っ
ぽ
け
な
事
か
ら
」
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
。

　
　
　
徳
富
藍
花
の
「
自
然
と
人
生
」
と
い
う
美
文
集
が
、
私
の
十
五
六
歳
の
頃

　
　
の
愛
読
の
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
は
ど
れ
だ
け
繰
り
返
し
読
ん
だ
か
知

　
　
れ
な
い
、
何
時
も
あ
た
ら
し
く
美
し
か
っ
た
。
私
は
こ
の
文
体
を
模
倣
し
て

　
　
「
少
年
世
界
」
と
い
ふ
雑
誌
に
投
稿
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
時
に
自
分
の
名
前

　
　
と
印
刷
さ
れ
た
文
章
に
、
異
様
の
か
が
や
き
を
感
じ
た
。
い
ま
の
私
を
遠
く

　
　
お
も
ひ
や
る
と
、
実
に
可
隣
な
「
少
年
世
界
」
に
出
た
十
五
六
行
の
文
章
だ
、

　
　
額
ぶ
ち
に
は
い
っ
て
私
の
古
い
家
の
中
に
見
え
て
い
る
、
そ
も
そ
も
文
学
を

　
　
勉
強
し
よ
う
と
し
た
の
も
、
そ
ん
な
、
ち
っ
ぽ
け
な
、
ば
か
ば
か
し
い
事
が

　
　
ら
が
歳
月
と
と
も
に
ふ
く
れ
上
っ
た
も
の
に
、
片
づ
け
る
方
が
私
に
と
っ
て

　
　
偉
さ
う
に
思
へ
る
、
も
の
の
動
…
機
と
い
ふ
も
の
は
極
め
て
、
ち
っ
ぽ
け
な
事

　
　
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
團
「
行
く
春
」
は
「
自
然
と
人
生
」
の
文
体
の
模
倣
で
あ
り
、

「
文
学
を
勉
強
し
よ
う
と
し
た
」
き
っ
か
け
に
な
っ
た
小
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

や
は
り
、
初
め
て
中
央
誌
に
掲
載
さ
れ
た
喜
び
は
、
そ
の
ま
ま
意
欲
と
か
す
か
な

自
信
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
□
圖
の
小
品
文
は
時
事
、
人
事
に
関
す
る
内
容
の
文
章
で

あ
っ
た
が
、
團
は
自
然
、
移
り
ゆ
く
季
節
の
瞬
間
を
と
ら
え
て
の
感
懐
、
惜
春

の
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
ま
か
に
と
ら
え
る
と
、
十
五
篇
の
小
品
文
は
、
こ

の
よ
う
に
主
に
四
季
の
風
物
、
季
感
や
、
鳥
・
虫
・
魚
な
ど
の
小
動
物
を
描
き
、

そ
れ
に
加
え
て
感
傷
的
な
心
情
を
雄
魂
的
に
述
べ
た
文
章
と
、
先
の
団
囹
の
よ
う

な
種
類
の
文
章
の
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
次
に
示
し
て
み
よ
う
。

主
に
人
事
関
係
　
［
山
圖
囹
囮
［
女
湯

主
に
自
然
関
係
　
團
國
圏
囹
団
團
圓
圖
囮

　
後
者
に
触
れ
て
そ
の
特
色
を
と
ら
え
て
み
た
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
、

囹
「
行
く
春
」
と
同
年
同
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
（
團
の
執
筆
・
投
稿
は
晩
春
で

あ
ろ
う
）
圏
「
夏
の
夕
べ
」
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。

　
四
は
、
夏
の
夕
べ
か
ら
夜
に
か
け
て
の
き
わ
め
て
短
い
時
間
の
中
で
自
然
が
見

せ
る
微
妙
な
姿
を
、
感
覚
的
に
つ
づ
っ
た
短
文
で
あ
る
。
夏
の
夕
べ
の
涼
風
（
触

覚
）
、
犀
水
の
蛇
籠
を
潜
る
妙
な
る
響
き
（
聴
覚
）
、
夜
に
入
る
直
前
の
夕
栄
の
中

に
飛
び
合
う
蟷
編
の
影
（
視
覚
）
、
清
い
瀬
に
香
魚
の
跳
ね
る
音
（
聴
覚
）
を
描

い
た
第
一
段
落
、
明
笛
の
声
、
虫
の
音
、
氷
屋
の
氷
を
き
ざ
む
音
（
聴
覚
）
を
描

い
た
第
二
段
落
、
草
間
に
残
光
を
泄
ら
す
蛍
、
空
に
輝
き
始
め
た
星
二
つ
三
つ

（
視
覚
）
を
描
い
た
第
三
段
落
か
ら
成
る
風
物
詩
で
あ
る
。
團
ほ
ど
の
気
負
い
は
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な
く
比
較
的
素
直
に
書
け
て
い
る
。

　
三
浦
仁
氏
は
、
先
に
も
挙
げ
た
『
露
風
・
犀
星
の
拝
情
詩
』
の
中
で
囮
「
河
辺

の
初
春
」
に
触
れ
て
、
「
こ
の
わ
っ
か
一
〇
行
ほ
ど
の
稚
拙
な
短
文
の
中
に
『
行

く
春
』
以
上
に
後
の
犀
星
の
、
と
り
わ
け
『
好
情
小
曲
集
』
時
代
の
彼
の
、
詩
の

発
想
方
法
と
主
要
モ
チ
ー
フ
と
の
原
型
を
私
は
見
る
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
す
で
に
國
「
夏
の
夕
べ
」
に
見
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
い

や
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
小
品
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
指
摘
で
き
る
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
四
季
折
折
の
金
沢
の
自
然
と
そ
の
推
移
の
姿
、
そ
し

て
鳥
虫
魚
の
小
動
物
な
ど
、
こ
れ
ら
は
や
が
て
犀
星
が
描
き
続
け
る
こ
と
に
な
る

対
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
、
表
現
に
未
熟
な
も
の
を
も
ち
つ
つ
も
、
自
分
の
眼

と
心
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
は
確
か
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
小

品
文
は
明
治
三
十
八
年
か
ら
同
三
十
九
年
に
か
け
て
の
ほ
ゴ
一
年
間
を
描
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
他
方
の
グ
ル
ー
プ
の
小
走
文
を
み
て
み
よ
う
。
囹
「
罪
の
子
」
は
、
失
恋
と
死

に
つ
い
て
の
感
慨
を
や
や
観
念
的
に
描
い
た
も
の
。
囮
「
鈴
ち
ゃ
ん
」
は
、
少
女

の
死
の
悲
し
み
を
ひ
ど
く
感
傷
的
に
描
い
た
も
の
。
囮
「
春
雨
の
夜
」
は
、
友
の

妹
で
か
わ
い
そ
う
な
唖
の
少
女
に
対
す
る
同
情
を
描
い
た
も
の
。
圃
「
山
寺
の
宿
」

は
、
恋
の
妄
執
か
ら
解
脱
で
き
な
い
若
僧
へ
の
同
情
を
描
い
た
も
の
。
こ
れ
ら
の

小
品
に
も
、
後
年
の
、
特
に
処
女
作
と
い
わ
れ
る
「
幼
年
時
代
」
お
よ
び
「
性
に

眼
覚
め
る
頃
」
「
或
る
少
女
の
死
ま
で
」
な
ど
の
小
説
に
通
う
モ
チ
ー
フ
を
、
単

純
な
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
も
う
一
方
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
作
品
に
対
し
て
、
出
来
栄
え
と
い

う
点
か
ら
み
る
と
劣
っ
て
い
る
。
感
傷
・
情
緒
に
走
り
す
ぎ
て
い
て
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
構
築
し
表
現
す
る
力
に
欠
け
て
い
る
。
十
五
作
品
の
う
ち
終
わ
り
の
方
に
ス

ト
ー
リ
ー
を
も
っ
た
作
品
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
の
ま
ま
小
品
文
は
書
き

収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犀
星
自
身
あ
る
い
は
行
き
詰
り
を
感
じ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
資
料
と
し
て
は
提
示
し
な
か
っ
た
「
宗
左
衛
門
」
は
、
圃
「
山
寺
の
宿
」
が
発

表
さ
れ
た
明
治
三
十
九
年
七
月
以
後
、
散
文
修
業
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
同
四
十
一
年
八
月
に
二
年
振
り
で
単
発
的
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ

る
。
現
在
確
認
し
得
た
資
料
の
限
り
で
は
、
ま
さ
に
単
発
的
で
あ
る
こ
の
作
品
は
、

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
で
五
枚
ほ
ど
の
短
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
そ
れ
ほ
ど
の

進
歩
の
あ
と
は
み
ら
れ
な
い
。

　
宗
左
衛
門
は
「
私
」
の
家
に
出
入
り
し
て
い
た
腕
の
確
か
な
大
工
で
あ
る
。
作

晶
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
宗
左
衛
門
の
妻
お
幾
の
頓
死
と
宗
左
衛
門
の
異
常

な
悲
し
み
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
、
宗
左
衛
門
の
平
凡
な
結
婚
生
活
と
子
供
好
き

な
人
柄
の
紹
介
。
こ
れ
ら
は
伏
線
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
無
理
が
あ
る
。

続
い
て
、
父
母
の
死
と
い
う
「
私
」
の
家
の
異
変
に
よ
る
「
私
」
の
生
活
と
性
格

の
変
化
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
宗
左
衛
門
は
「
私
」
に
、

「
櫟
（
「
櫟
」
の
誤
り
）
ぐ
つ
た
い
顔
の
、
や
は
ら
か
な
ほ
・
笑
を
う
か
べ
て
」
若

い
女
性
と
再
婚
し
た
と
話
す
。
「
さ
て
は
と
怪
し
む
私
の
肉
体
に
頭
が
亘
っ
た
問

に
、
宗
左
は
つ
か
れ
た
や
う
に
、
ま
た
若
々
し
い
歩
き
ぶ
り
に
坂
を
登
っ
て
ゆ
く
」

と
い
う
一
文
で
作
品
は
終
る
。
つ
ま
り
、
宗
左
衛
門
が
前
の
妻
お
幾
を
殺
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
、
簡
潔
に
効
果
的
に
暗
示
し
て
作
品
を
終
わ
ら
せ
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る
と
い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
・
無
理
が
あ
る
。

　
「
宗
左
衛
門
」
が
『
新
声
』
に
発
表
さ
れ
た
と
き
、
本
文
題
に
は
「
1
過
去

の
記
よ
り
一
i
」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
過
去
の
事
実
を
材

料
に
用
い
た
作
品
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
宗
左
衛
門
」
を
描
き
上
げ
る
力

は
ま
だ
具
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
は
当
時
隆
盛
で
あ
っ
た
自

然
主
義
文
学
の
影
響
も
み
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
犀
星
自
身
が
好
む
内
容
の
話
で
、

の
ち
に
こ
の
系
統
の
作
品
は
『
苦
楽
』
『
犯
罪
科
学
』
『
犯
罪
公
論
』
な
ど
の
雑
誌

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
宗
左
衛
門
」
発
表
後
、
小
説
は
大
正
八
年
五
月
『
文

章
世
界
』
に
発
表
さ
れ
た
「
拝
情
詩
時
代
」
ま
で
書
か
れ
な
い
。
こ
の
時
期
、
つ

ま
り
「
宗
左
衛
門
」
を
書
い
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
明
治
四
十
一
年
の
春
ご

ろ
、
犀
星
は
散
文
の
行
き
詰
ま
り
を
自
覚
す
る
一
方
で
、
「
ち
っ
ぽ
け
な
事
か
ら
」

に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
『
新
声
』
に
詩
が
載
せ
ら
れ
て
詩
人
と
し
て
立
つ
決

意
を
も
ち
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
十
五
篇
の
小
品
文
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
晶
に
、
犀
星
の
、
忌

ま
わ
し
い
日
常
と
は
違
っ
た
異
空
間
を
発
見
し
た
喜
び
、
そ
し
て
そ
れ
を
必
死
に

自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
努
力
・
意
欲
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
小
品
文
を
、
単
に
美
辞
麗
句
を
並
べ
た
稚
拙
な
文
章
と
し
て
抹
殺
す
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
た
と
思
う
。
や
や
美
文
調
の
個
性
的
と
は
決
し
て

い
え
な
い
こ
れ
ら
の
修
業
中
の
短
文
の
中
に
、
犀
星
の
心
理
を
、
成
長
過
程
を
見
、

後
年
の
犀
星
文
学
の
核
と
な
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
さ
ら
に
、

他
の
ジ
ャ
ン
ル
を
含
め
た
総
体
と
し
て
の
把
握
を
課
題
と
し
て
お
く
。

注
1

た
と
え
ば
『
苦
楽
』
に
は
「
女
」
（
大
！
3
・
1
2
）
、
「
姐
電
停
」
（
大
1
4
・

8
、
9
）
、
「
三
階
の
家
」
（
大
1
5
・
1
2
）
、
『
犯
罪
科
学
』
に
は
「
殺
意
」

（
昭
6
・
6
、
7
）
、
『
犯
罪
公
論
』
に
は
「
色
魔
で
は
な
い
」
（
昭
7
・

10

`
同
8
・
1
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
未
刊
行
作
品

で
あ
る
。
こ
の
内
「
女
」
「
三
階
の
家
し
は
『
室
生
犀
星
未
刊
行
作
品

集
」
第
二
巻
（
三
態
井
書
店
昭
6
2
・
5
・
2
8
）
に
、
「
殺
意
」
は
第
三

巻
（
昭
6
3
・
2
・
2
8
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。


